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会社概要
会社名   株式会社大治
本社所在地 東京都大田区東海３丁目２番６号
代表者   代表取締役社長 本多 諭
創業   昭和２４年６月１５日
従業員数  約１３０名
事業内容  青果物仲卸
主要取引先 紀ノ国屋、成城石井などの質販店、食品スーパー、レストランなどの飲食店
関連企業  有限会社 大治商事 一般社団法人 東京野菜普及協会

沿革
昭和24年 6月  神田市場 大治商店設立
昭和42年 4月  法人化により株式会社大治設立
平成元年 5月  大田市場の開場により本社を現所在地に移転
平成15年 3月  大治パッケージセンターを大田市場関連用地に新設
平成15年 7月  大田市場内では初の有機ＪＡＳ小分け業者に認定
平成23年 7月  代表取締役社長就任 本多 諭
平成23年 7月  大田市場北口立体荷捌場内に低温物流センター開設
平成28年 3月  一般社団法人東京野菜普及協会 設立



大治の「2つ」のテーマ、「8つ」の取組み

農産物の健全な出口創出

「千菜一遇農en」
企業価値向上や様々な課題のソリューション

「新たなECにおける販売」
鮮度の高い状態で消費者に有機農産物を届ける仕組み

「有機のカット野菜の開発」
加工品を供給することで販路を拡大

「ECの海外展開」
鮮度の高い日本の青果物を富裕層に提供

継続的に取組むために
必要なインフラの整備

「慣行品の海外転送の仕組みづくり」
慣行品の価格安定化を図り全体の市場価格を安定化

「板橋市場との物流連携」
大田市場の渋滞緩和有機の物流の取りまとめ

「新たな物流倉庫の確保」
有機の流通拡大に対応できる体制の構築

「荷主登録」
東京青果・各仲卸と連携し小売店への供給体制を整える

青果物の販路拡大と付加価値向上 物流と市場の最適化



大田市場の物流・流通
機能を活用して
有機農産物の販売拡大
に繋げる
プロジェクト
東京都中央卸売市場 大田市場
株式会社 大治



1. はじめに（背景）

• 有機農産物の現状
o 国内流通量は全体の1％未満
o 大田市場内の流通も1％未満、もしくはそれ（平均）以下
o 2050年までに農地の25％を有機にする「みどりの食料システム戦略」
がスタート

• 大田市場の役割
o 株式会社大治は、2003年にJAS有機の小分け認証を取得
o 大田市場だからこそできる流通支援の可能性



受託拒否禁止
即日販売
価格変動あり

①集荷
②分荷
③価格形成
④決済

北海道から5tコン

九州から10tチャーター

市場便

市場便

大田市場
市場便

市場便

日本中の青果物は、
大田市場に集まる

大田市場



2. 有機農産物の流通の現状と課題

• 物流・商流・価格決定の仕組みに課題
o 物流コストが高い
o 一般流通市場への適応が難しい（生産
と消費のミスマッチ）

o 需給バランスの調整が不十分（価格変
動が大きい）＝ 農産物全般

有機野菜が、
身近なスーパーで買えるように

有機野菜をわざわ
ざ買いに行くので
はなく、
野菜を買いに行っ
た時に有機野菜が
並んでいたから手
に取る、
という環境が必要

（有機農業をめぐる事情（農林水産省農産局環境対策課）より）

いつもの地元のスーパーに
並んでいれば、買いやすいわ

有機野菜って、
どこに売っているんですか？



有機農業発展に、
３本の⽮を放つ。

もっと⾝近に有機野菜を毎⽇の⾷卓に。

もっと⼤⽥市場を有効に活⽤したい。

安定した有機農業が継続できるように。

有機農産物の物流改善、大田市場HUB化

大田市場活用型有機農産物新流通プロジェクトの発足と活動

企業と農業をつなぐ新たな仕組みづくり



3. 大田市場活用型有機農産物
新流通プロジェクトの発足

• プロジェクト概要
o 発足時期：2022年秋
o 取組み：市場便の活用で物流コス
ト適正化し、慣行品と同じ土俵に

o 市場内での品評会実施：市場関係
者や小売店の方々の目に触れる機
会を創出

• 課題
o 評価は得たが、本格的な流通には
至らず

日本農業新聞より



4. 農水省「かかりまし補助金」を利用

• 補助金活用の経緯
o 令和5年度に急遽依頼され利用
したが、十分に活用できず

• 課題
o 取組み期間が短すぎた
o 川上（生産者）と川下（小売）
をしっかり結ぶ計画が不十分

• 学び
o 販売の出口を明確に、計画的な
流通設計が必要

o 地域ごとの支援体制の構築が必
要

かかりまし支援事業説明資料より



5. 従来の有機農産物流通と市場流通の違い

有機農産物流通

プル型（事前契約・計画出荷）

•小売の需要に合わせて出荷
•供給量が限られ、大きな販売拡
大が困難
•生産者は、注文以上の収穫物を
出荷できない

市場流通（慣行品）

プッシュ型（需給で価格決定）

•受託拒否禁止
•即日販売
•価格変動あり



6. 今までの
取組みの課題
を解決するた
めの新たな取
組みを準備

• 目的
o 市場便を活用し、慣行品と同様の物
流を実現する

o 小売まで有機農産物を流通させる、
慣行品と同様の仕組みを構築する

• 方法
o 市場にある既存の「物流」と「流通
システム」を活用



大田市場

2025年4月、準備として大治は、
「新たな低温物流倉庫の確保」をし、
「荷主登録」します。

l 産地から仕入れた青果物を小分けやパック詰めを行い、大卸に販売する権利を取得
l これにより、仲卸を通じた市場流通を強化し、全国の青果物を安定供給

産地
生産者
農協など

大治
小分け
格付表示 東京青果 仲卸

小売店
飲食店
加工業者
学校給食仲卸

仲卸



7. 有機農産物を「プッシュ型」に近い流通へ

• 狙い
o 慣行品の流通モデルに近づける

• 課題
o 慣行品の価格変動による値崩れリスク
o 販売先の確保（小売店舗が、まだまだ少ない）



有機農産物流通

プル型

（事前契約・計画出荷）

• 小売の需要に合わせて
出荷

• 生産者は、注文以上の
収穫物を出荷できない

• 価格は事前に決められ
ている
• 運賃が高い

市場流通（慣行品）

プッシュ型

（需給で価格決定）

• 受託拒否禁止
• 即日販売
• 価格は需給バランスに
よって決まる、相場の
影響が大きい
• 慣行品に混載する

• 一気に移行はで
きないので、こ
の「折衷」を工
夫する

• まずは、大田市
場に有機農産物
が集まり、流れ
る環境を作るこ
とが重要

市場便に混載して出荷する
ロットは気にする必要はない

有機農産物として荷受けし、
市場内流通する



8. 出荷側と販売側のリスクを軽減する

• 戦略
o 流通リスクを軽減し、プッシュ型流通を意図的に構築

相場により価格が下落し、標準
価格では取り扱いができなく
なった時に、自治体等の補助金
によって差額を補填する仕組み
を作ることをご提案します。
高騰した時は、高値で販売でき
る仕組みも必要です。

標準価格と希望数量をもと
に「仕入れ・販売計画」を
取り交わします。基本的に、
計画に沿って販売をお願い
します。
ご希望があれば、オーガ
ニックや有機JAS制度につ
いてセミナーを実施します。



9. 具体的な取組み

1.出荷希望者の募集（自治体・農協・地域単位）

2.出荷予定の作目・スケジュール・量・荷姿のヒアリング

3.出荷ボリュームに合わせた販売先との事前マッチング

4.事前に川上⇔川下で販売計画を立案

2025年4月から

2025年5月から

2025年6～7月からの流通開始を目標



10. 最大の課題：価格調整

• 川上（生産者）と川下（小売）の希望単価の乖離
o 生産者：130円希望
o 市場・小売：100円希望

有機農業推進（販路拡大）の目的に、
行政のご協力をいただくことはできないでしょうか



11. 課題の解決策（予算化による補填）

• 自治体で3年間の予算化を検討できませんか？
o 例）1シーズン（3か月）300万円を補填予算として確保

• 価格補填の仕組み
o 産地希望価格130円、市場価格100円 → 1パック30円補填
o 300万円の予算 → 10万パック分補填
o 3か月（約60営業日） → 1日1,700パック流通可能

• リスク回避策
o 慣行品の市場価格が160円以上になった場合も生産者への補填を行い離脱
を防ぐ

• 小売店との取り決め
o 事前に定めた数量の80％以上を購入するルール
o 出荷者もこの取り組みに優先的に出荷

仕組み・運用は
「定額補填」が
分かりやすく、
やりやすい。



イメージ

野菜価格安定制度（独立行
政法人農畜産業振興機構）の
案内資料より



12. この取組みの意義

• 有機農産物の安定供給を実現
o 流通がなかった小売店での販売を実現
o 産地希望価格を維持
o 小売が継続的に販売可能な仕組みを構築

• 補助金の活用で流通拡大を加速
o 計画的な有機農産物の生産拡大につなげる

• 補助金が終了しても流通が継続
o 構築した流通が市場に定着
o 補助金の目的は単なる差額の補填ではない



13. 今後の展開とその他の取組み

• 学校給食への展開（品川区の給食など）
o 東京青果の協力のもと、有機農産物を学校給食へ導入
o 産地・地場野菜がない「東京の学校給食」は、市場経由
で調達するのが現実的

• 新たな物流拠点の整備（2025年4月予定）
o 市場近接地に低温物流倉庫を開設予定
o 有機農産物の物流拠点として活用

• 慣行品の海外転送の仕組みづくり
o AIを活用した需要予測により、余剰分を海外に転送
o 慣行品の価格安定化を図り、全体の市場価格を安定化



「農産物の健全な出口創出」

商品化・情報発信

企業と生産者をつなぐ法人向け農業体験 “千菜一遇 農en”

SDGs活動農業体験



実質休耕地を活用したスキーム

生産者の高齢化など、
何らかの理由で作付け
が行われていない畑

高機能バイオ炭による
土壌改良、CO2の固定

《生産》 《消費》

オーガニックビレッジ宣言

学校給食
休耕地で地元の生産者
が育てた減農薬・減化
学肥料の野菜の摂取

実質休耕地

企業価値の向上 (社会貢献)
• SDGsの取り組み
• 都市農業の維持活動
• (みどり認定生産者の支援)

企業

清瀬市の生産者 / 生産者団体

清瀬市

• 清瀬産野菜の認知向上
• 収益の向上 (新たな収益源の確保)
• (みどり認定の加速)清瀬市内の生産者や清瀬ベジフルパー

ティの協力を受けながら休耕地を活用

• 土壌改良助成金

• 地産地消率の向上
• 食育

法人版ふるさと納税
の活用

収穫した
野菜

• 企業から野菜購入
• 小中学校への提供

• Jクレジット

有機農業推進に関す
る法律に基づく生産

企業と生産者をつなぐ法人向け農業体験 “千菜一遇 農en”

「農産物の健全な出口創出」



「農産物の健全な出口創出」
価値提供型EC販売 “ゆにくる” / 海外展開

価値あるものを 価値あるタイミングで

プラウド日吉のポップアップストア

商品の購入
・決済

販売サイト

店頭引き渡し

小売店

指定日に
引き取り

産地 超新鮮！

在庫/
廃棄ロス無し

市場便

海外でも展開予定

ECの海外展開
ü シンガポールでの実証実験を
予定

ü 「ジャパンプレミアムオーガ
ニック」ブランドを活用し、
鮮度の高い日本の青果物を富
裕層に提供



⼤⽥市場 株式会社⼤治

ご清聴ありがとうございました



付録 エントリー.xlsx


